






















































































































































































































































が People, States and Fear で人の移動について言及している箇所では,「人
社会の安全保障 95












































ヴァーの場合は，イギリスの哲学者オースティン ( J. L. Austin) の「言語


























Identity, Migration の中で，ルソー ( Jean-Jacques Rousseau) の『社会契約
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